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１．組織の概要

　 　（１） 名称及び代表者

小笠原マル曻株式会社

代表取締役社長　　京極 恒弘

　 　（２） 所在地

本社　　　　　　　 〒433-8112　静岡県浜松市北区初生町９２２番地の３

磐田支店　　　　 〒438-0232　静岡県磐田市川袋４７０番地の１

資材置場　　　　 〒438-0232　静岡県浜松市北区三幸町160番-3,4

　 　（３） 会社設立

昭和２３年　６月　　　　　　株式会社　小笠原組

昭和５７年１２月　　　　　　小笠原マル曻株式会社に社名変更

昭和５９年　７月　　　　　　宅地建物取引業開始

　 　（４） 事業活動の範囲

総合建設業

建設業許可番号　　 静岡県知事許可(特-１)第５８３３号

許可年月日 令和２年３月１１日～令和７年３月１０日

建設業の種類

土木工事業　建築工事業　大工工事業　左官工事業　とび土工工事業

石工事業　屋根工事業　管工事業　鋼構造物工事業　タイル・れんが・

ブロック工事業　鉄筋工事業　ほ装工事業　しゅんせつ工事業　板金工

事業　ガラス工事業　塗装工事業　防水工事業　内装仕上工事業　熱

絶縁工事業　造園工事業　建具工事業　水道施設工事業

宅地建物取引業

免許証番号　　　　　 県知事許可(９)第５５７６号

静岡県浜松市排水設備工事指定工事人

登録番号　　　　　　　第２４５号

ＩＳＯ９００１認証登録　　　 平成１０年１２月

登録番号　　　　　　　００７６０

登録の範囲　　　　　 土木建築構造物の設計・施工

　 　（５） 事業の規模

資本金 ３，０００ 万円

活動規模

単位 ２019(R01) ２020(R02) ２021(R03) ２022(R04)

百万円 1,740 1,357 1,185 1,137

百万円 0 17 0 0

人 24 26 25 25

人 3 4 4 4

㎡ 496 496 496 496

㎡ 764 764 764 764

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　　 伊藤友宏 TEL ０５３－４３７－６１０１

担当者 片桐千亜紀 Fax ０５３－４３７－６１６１

URL： http://www.ogasawara.co.jp/

　 　（６） 事業年度 期首 ７月　１日

期末 ６月３０日

磐田支店社屋床面積

※完成工事高，不動産取引高，従業員及び役員については、事業年度の7月1日～翌年6月30
日の値である。

活動規模

完成工事高

不動産取引高

従業員

役員

事務所床面積

１



２－１．認証・登録の対象範囲

　 　（１） 登録組織名

小笠原マル曻株式会社

　 　（２） 対象事業所

本社　・　磐田支店　・　資材置場

　 　（３） 事業活動

建設工事業

　総合建設業（土木工事業、建築工事業）

宅地建物取引業

　 　（４） レポート対象期間

令和４年４月～令和５年３月

　 　（５） 活動レポート発行日

令和５年７月

　 　（６） 作成責任者

伊藤友宏

土木 宅地

建築

一般建築・公共施設・商業施設などの
建築業務をおこなっています。

信頼される土木・舗装・建築・造園の総合建設業として

明治30年から続く技術の高さ、そこから生まれる工事。
小笠原マル曻株式会社は、信頼される総合力の高い建設会社です。

土木工事・舗装工事・
公共工事などをおこなっています。

不動産や宅地造成など
土地関係の業務をおこなっています。

２



２－２．実施体制

　 　（１） 体制図

ＥＡ２１環境経営システムを構築・運用し、環境への取組を実施するために、実施体制、

責任と権限を定め、全従業員に周知する。

　 　（２） 責任及び権限

責　任　　・　　権　限

① 環境経営に関する統括責任

② 環境管理責任者の任命

③ 資源調達

④ 方針等の策定・見直し・及び全従業員への周知

① 環境経営システムの実績を推進責任者に報告

② 環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認

③ 環境経営活動レポートの確認

④ 環境経営マニュアルの承認

① 環境経営管理責任者の補佐

② 環境経営レポートの作成、公開

③ EA２１の取り組みを推進する

④ 全従業員に対する教育訓練の実施

① 環境経営方針、目標の実施

② 省資源、省エネの実行

③ 近隣住民へ配慮した施工

④ 自主的・積極的に環境活動へ参加

① 環境経営方針、目標の実施

② 省資源、省エネの実行

③ 近隣住民へ配慮した施工

④ 自主的・積極的に環境活動へ参加

① 環境経営方針、目標の実施

② 省資源、省エネの実行

③ 自主的・積極的に環境活動へ参加

① 環境経営方針、目標の実施

② 省資源、省エネの実行

③ データ管理

④ 自主的・積極的に環境活動へ参加

管理部
全管理部員

建築部 全建築部員

営業部 営業Ⅰ・Ⅱ課員

環境管理責任者 伊藤友宏

 EA２１事務局 伊藤友宏

土木部 全土木部員

役　　割 担　当　者

代表取締役社長

EA２１推進責任者
京極恒弘

役員

管理部

（部門責任者） （部門責任者） （部門責任者） （部門責任者）

現場責任者 現場責任者 磐田支店

EA２１推進責任者

京極恒弘

EA２１環境事務局 （環境管理責任者）

伊藤友宏

土木部 建築部 営業部

３



〔 基本理念 〕

小笠原マル曻（株）は、総合建設事業を主たる事業活動としています。

その活動を通して、地球活動保護に積極的に取り組み、持続可能な循環型社会の

構築を目指し、地域社会への貢献を図ります。

〔 環境経営方針 〕

１． 事業活動における、環境負荷の低減に努めるとともに、

環境に配慮した設計・施工に努めます。

２． 事務所及び現場における電力使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３． 車両等における燃料使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

４． 事務所及び現場における廃棄物発生量の抑制・削減及びリサイクルに努めます。

５． 事務所及び現場における水使用量の削減に努めます。

６． 事務用品及び調達資材のグリーン購入を積極的に推進します。

７． 環境配慮工事を推進し、環境に優しい資材の使用を促進します。

８． 社会貢献活動に積極的に参加します。

９． 環境関連法規及び条例等を遵守します。

１０． 環境経営レポート等環境情報について、広く部外公表します。

制定日

改定日 （第四版）

京　極　恒　弘

３．基本理念及び環境経営方針

以上、この環境経営方針を全従業員に周知するとともに、継続的改善を行い快適な環境づ
くりを目指す。

平成２４年 ７ 月 １ 日

令和 ４ 年 ７ 月 １ 日

小笠原マル曻株式会社

４



４．主な環境負荷の実績及び環境経営目標

作成日 2023年6月30日
作成者 伊藤友宏
承認者 京極恒弘

　（１）主な環境負荷の実績

平成２7～28年 令和2年(2020年) 令和3年(2021年) 令和4年(2022年)
4月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～3月
基準年度 実績 実績 実績

kg-CO2 109,227 96,073 103,431 114,170

kWh 71,253 47,631 60,947 64,287

ℓ 28,925 28,583 29,380 32,239

ℓ 130.0 760.0 0.0

ℓ 2,105 3,093 2,900 4,681

ｍ
3 34.0 22.0 18.0 12.0

kg 6.9 5.1 5.1

％ 99.0 96.0 94.0 96.2

ｔ 産廃に含めて集計 同左 同左 同左

ｍ
3 326 257 664 403

ｍ
3 295 201 630 169

適切な管理する 適切な管理した 適切な管理した 適切な管理した

　グリーン購入を推進する 　グリーン購入を推進した 　グリーン購入を推進した 　グリーン購入を推進した

件 3 4 3 3

すべての現場で環境
に配慮した施工を実
施した

すべての現場で環境に
配慮した施工を実施し
た

すべての現場で環境
に配慮した施工を実
施した

すべての現場で環境
に配慮した施工を実
施した

* コピー用紙は、以下の３種類の用紙を使用する。

元素状塩素を使わない環境に配慮したＥＣＦ用紙、間伐材を利用したエコペーパー、グリ－ン購入法適合のリサイクル用紙

化学物質排出量削減から適切な管理に目標を変更

　（２）中・長期目標

　　　　　　　　　　　　　　　　年度 平成27～28年 令和3年(2021) 令和4年(2022) 令和5年(2023)
4月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～3月
基準年度 目標値 目標値 目標値

kg-CO2 109,227 107,042 106,496 105,965
対基準 △ 2.0％ △ 2.5％ △ 3.0％

kWh 71,253 69,828 69,472 69,115
対基準 △ 2.0％ △ 2.5％ △ 3.0％

ℓ 28,925 28,347 28,202 28,057
対基準 △ 2.0％ △ 2.5％ △ 3.0％

ℓ 2,105 2,063 2,052 2,042
対基準 △ 2.0％ △ 2.5％ △ 3.0％

灯油 ℓ 760.0 737.0

ｍ
3 34.0 33.3 33.2 33.0

対基準 △ 2.0％ △ 2.5％ △ 3.0％

プロパン ｍ
3 5.1 5.1

廃棄物排出量 ％ 99.0 99.0 99.0 99.0

リサイクル率 対基準

一般廃棄物量 産廃に含めて集計 産廃に含めて集計 産廃に含めて集計 産廃に含めて集計

ｍ
3 326 320 318 316

対基準 △ 2.0％ △ 2.5％ △ 3.0％

Ⅳ 化学物質排出量 適切な管理をする 同左 同左 同左

Ⅴ グリーン購入 購入時グリーン購入を推進する 同左 同左 同左

Ⅵ 地域活動 件 3 3 3 3

Ⅶ 環境に配慮した施工 件
すべての現場で環境
に配慮した施工を実
施する

すべての現場で環境に
配慮した施工を実施す
る

すべての現場で環境
に配慮した施工を実
施する

すべての現場で環境
に配慮した施工を実
施する

○電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）は、R２年度実績、R４.１.７環境省・経済産業省公表、R４.２.17一部修正の中部電力の調整後の値であ
る0.424kg-CO2/kWhを使用

○平成２８年度基準値は業務内容変更（資材センター譲渡）に伴い、基準値の変更をした。

二酸化炭素排出量

電力

灯油

軽油

都市ガス

二酸化炭素排出量計

電力消費量の削減

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ

都市ガス

水使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油

項　　目 単位

単位
　　項目

化学物質排出量

グリーン購入

地域活動

環境に配慮した施工

ガソリン

プロパン

一般廃棄物量

廃棄物排出量　リサイクル率　％

水使用量

下水使用量

５



（4）-1
2019年度～2022年度　実績値の動向
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（4）-2
2019年度～2022年度　実績値の動向
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５．環境経営計画

取　組　項　目 取　組　内　容 責任者 担当者 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

不在箇所や必要以上の照明器具を使用しない

夏場の温度設定を２８℃に設定する

冬場の温度設定を２０℃に設定する

アイドリングストップの実施

急発進・急加速・・急停車の禁止

過積載の防止

能力に見合った重機・車両を使用する

排気ガス規制の重機を使用する

手洗い時の水使用量を減らす

使い終わったら、必ず蛇口を閉める

節水に心掛ける

漏水の点検

事務用品の両面利用の徹底

分別を行い、再利用できる物は、再利用する

使い捨て製品（紙コップ・紙タオル等）の購入を抑制する

アスガラ・コンガラと土砂に分け、量を減らす

資材の発注・加工時には端材を減らすよう寸法の確認を行う

マニフェストにより適正処理を行う

実態を把握して適正に対応する

再生材を積極的に活用する。

所属協会の主催するボランティア活動に参加する

随時、会社周辺及び現場内の清掃を行う

段子排水路を見守る会（佐鳴湖浄化に繋げる）

民間工事で再生材の使用の提案をする

民間工事計画時に緑化の提案をする

工事検討会にて計画・提案の検討

緊急時の対応について繰り返し対応方法を教育する。

化石燃料使用量の削減

水使用量の削減

グリーン購入の推進

設計、計画時の環境配慮

地域への貢献

化学物質の削減

産業廃棄物の再利用及び減量

一般廃棄物量の削減

環境に配慮した施工
管
理
責

任
者

現
場
責

任
者

工事施工時　随時

現場教育の実施
管
理
責

任
者

現
場
責

任
者

月１回全社会議時

管
理
責
任
者

現
場
責
任
者

所 属 協 会 主 催 時

工 事 施 工 時

管
理
責
任
者

現
場
責
任
者

工 事 見 積 時

工 事 計 画 時

管
理
責
任
者

事
務
局

現 場 通 年

管
理
責
任
者

事
務
局

通　　年

通　　年

管
理
責
任
者

現
場
責
任
者

工 事 施 工 時

発 注 加 工 時

工 事 施 工 時

管
理
責
任
者

現
場
責
任
者

通　　年

通　　年

通　　年

管
理
責
任
者

現
場
責
任
者

通　　年

通　　年

通　　年

管
理
責
任
者

現
場
責
任
者

通　　年

通　　年

工 事 施 工 時

工 事 施 工 時

工 事 施 工 時

備　　　考

管
理
責
任
者

事
務
局

通　　年

電気使用量の削減

作成日 2023年6月30日

作成者 伊藤友宏

承認者 京極恒弘
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６．環境経営目標の実績及び環境経営活動計画の取組み結果とその評価 ・ 次年度の取組み内容

２０２２年度(令和4年度)環境経営活動計画と実績　　　（２０２２年４月～２０２３年３月）

環境取組と目標 単位 今年度の取組み内容 評価
次年度
取組み
内容

削減率 0.5 ％ １．エコドライブの実施

目標値 106,496 kg-CO2 ２．排ガス対策型重機の使用

昨年実績 103,431 kg-CO2 ３．効率的な動力電源の使用

削減率 0.5 ％ １．空調温度の適正化

目標値 69,472 kWh ２．不用照明の消灯

昨年実績 60,947 kWh ３．空調の不用運転禁止

４．休日の主要電源停止

削減率 0.5 ％ １．アイドリングストップ

目標値 30,254 リットル ２．急加速、急停止の防止

昨年実績 32,280 リットル ３．効率的な移動及び使用

削減率 0.5 ％ １．節水の周知徹底

目標値 318 ｍ３ ２．洗車時の節水

昨年実績 664 ｍ３ ３．散水等の使用水を効率よく使う

目標値 99 ％ １．産業廃棄物の適正処理

　・　再資源化率の把握

昨年実績 94.0 　・　分別の徹底

２．一般廃棄物分別の徹底

　・　裏紙使用実態の把握

適切な管理 ◎ 継続

NETIS等の活用を積極的にはかる ◎ 継続

１．河川里親制度実施

目標 ３件以上 ２．ウェルカメ等のクリーン作戦参加

３．インターンシップの受け入れ

1.ICTを活用した施工の実施

2.中温化合材を使用した舗装の実施

社内　定期的に実施

現場　新規入場時に教育

　※　達成状況 ◎　：　良くできた　　　　　△　：　あまり出来なかった　　　　　×　：　全く出来なかった

        (100%以上)　　　　　    (90%以上)　　                  　(90%以下)

平成２８年度基準値は業務内容変更（資材センター譲渡）に伴い、基準値の変更をしました。

次年度、ガイドライン変更時に基準値の見直しをします。

kWh64,287

継続
受入時教育で実施

すべての現場

現場教育の実施
計画表により実施

100 ％ ◎

◎ 継続

環境に配慮した施
工

すべての現場で実
施中

100 ％

二酸化炭素排出量
の削減

電力使用量の削減

(リサイクル率)

化学物質の適正管理

グリーン購入等

産業廃棄物排出量
の削減

◎ 継続

地域活動 3.0 件 ％100

配慮する 出来た

△ 継続

適切な管理の実施 －

96.2 ％ 97.2%

× 継続

水使用量の削減 403 ｍ３ × 継続

化石燃料使用量の
削減
(ガソリン、軽油)

36,920 リットル 81.9%

78.9%

△ 継続

◎ 継続

93.3%

108.1%

令和4年度目標値 令和4年度実績 達成率
(目標/実施)

114,170 ｋｇ-CO2
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７．環境関連法規等の遵守状況及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

1. 環境関連法規等の遵守状況

当事業所において環境関連法規の遵守状況を確認した結果、

違反はありませんでした。

【当社に適用される主な法規制等】

評 価 確 認 日

2023(令和5年)6月30日

確認者 伊藤友宏

法規制等の名称 適用内容・遵守事項 遵守状況

廃棄物処理法 ・収集運搬業者及び処分業者との委託契約締結

〇

・委託契約書の保管

・マニフェストの管理・保管(5年)

・産業廃棄物保管場所への掲示物の設置

・産業廃棄物管理票交付等状況報告(毎年6月末まで)

・産業廃棄物多量排出者の処理計画及び実施状況報告

浜松市産業廃棄物の適正な処理
に関する条例

・産業廃棄物管理責任者の選任
〇

・産業廃棄物処理委託先の現地確認(委託前及び1回/年)

資源の有効な利用の促進に関する法律（資源
有効利用促進法）

・発生抑制(施工方法、資材選択)

〇
・再利用、再生利用、再資源化努力

・再生資源利用計画書・実施所の作成

・再生資源利用促進計画書・実施所の作成

建設リサイクル法 ・発注者への計画等説明と完了報告

〇
・分別解体

・再生資源等の促進

・再生資源の利用

建設廃棄物処理マニュアル ・マニフェストに基づく適正処理の実施 〇

建設副産物適正処理推進要綱 ・発注者との連絡調整、管理及び施工体制の整備

〇・「再生資源利用、促進計画」の作成

・実施状況の記録保管

排出ガス対策型建設機械普及
促進規定

・排出ガス対策型であることの確認
〇

騒音規制法 ・特定建設作業の実施の届出
〇

・作業敷地境界にて85デシベル以下

振動規制法 ・特定建設作業の実施の届出
〇

・作業敷地境界にて75デシベル以下

建設工事公衆災害防止対策要綱 ・付近住民者等への周知

〇
・埋設物の確認、土留工の管理

・排水処理、地盤沈下等の処理

・塵芥、騒音防止の措置

グリーン購入法 ・環境物品等の購入に努める
〇

・環境物品等に関する情報の提供

地球温暖化対策の推進に
関する法律(温対法)

・国、地方自治体、事業者、国民が一体となり温室効果ガス
〇

の排出抑制に努め国、地方公共団体の施策に協力すること

フロン排出抑制法 ・業務用エアコンの簡易点検(年4回) 〇

家電リサイクル法 ・家庭用エアコン、洗濯機、冷蔵庫の廃棄時に適正に管理 〇

2.違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。

PCリサイクル法 ・廃棄時に適正に管理 〇

自動車リサイクル法 ・廃棄時に適正に管理 〇
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（報告） 承認 作成

作成日：
社長 環境管理責任者 総務課長

区　　分

日　　時

担当部署
責任者

備　　考

保管：環境事務局

・重大な緊急事態が発生した場合は、問題点処置票を用いて再発防止と類似事態の発生の予防策を行う

緊急事態発生、訓練
又はテストの内容

手順書変更

手順書の変更の必要性：　□有　　■無　　（該当項目を■）

　　特になし

　　作業手順に問題ありません。

　　別紙

京極恒弘

問題点
再発防止策
水平展開
確認事項

等

災害時においては、冷静に対応することが求められる為

混乱を最小限に抑え適切な対応を取れるようにする。

内容：訓練計画-大規模災害時の応援体制の確認

緊急時の手順確認・火災想定手順・停電想定手順

８．緊急事態対応訓練

対応等に問題ありません。(あれば手順書を改訂する)
それぞれの手順、役割について理解することができ、
有効であることを確認した

・緊急事態対応訓練（テスト）を実施した場合に記録する

・テストは手順が有効であるか、機器が適切に機能するか、手順書通りに実施できたかを確認すること

・緊急事態に繋がるハット・ヒヤットした事項等もこの様式を用いて予防策を行う

緊 急 事 態 記 録
（発生・訓練・テスト）

□緊急事態発生　□対応訓練　■手順確認テスト　（該当項目を■）

令和５年　７月　１１ 日

訓練・テストの場合参加者：
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９．代表者による全体の評価と見直しの結果

[代表者による見直し関連情報]

1

2

3

4

5

6

7

8

[目標・環境経営計画の達成状況]

（詳細は環境経営計画書による）

[代表者による全体評価・見直し指示]

1

2

3

4

5

6

7

[代表者による総括]

①

②

③

④

⑤

代表取締役　　京 極　恒 弘

レ 継続して取り組みます。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 レ 「文書・記録」に記載の通りです。

外部コミュニケーション・対応記録 レ １件発生しました

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項　　目  確認　 :（必要に応じて評価・コメント記載）

 エコアクション21文書 レ 「記録・文書」として作成しました。

 環境経営目標及び目標達成状況 レ 目標値を変更しました。

 環境経営活動計画及び取り組み実施体制

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) レ
ステッカー等の表示や呼掛けにより、
周知させることができた。

目標項目
目標値

達成状況
活動計画
実施状況

コメント（目標値に対するコメント・
　　　　　　　活動計画に対するコメント）

問題点の是正・予防措置の実施状況 レ 別途報告の通りです。「記録」

取引先、業界、関連行政機関、
その他外部動向

レ 特にありませんでした。

 廃棄物の削減 △ △ 混合廃棄物及び最終処分が増えた

 節水 × × 中水等の利用が不適な現場が多かった

 電力の削減 ◎ ◎ CO2削減を考えた結果(軽油と受電の選択)

 ガソリン・軽油の削減 × △ 重機使用が増えて軽油の使用量が増えた

 地域活動 〇 〇 意識が高く参加人員が増えている

 環境配慮型施工 〇 〇
省エネ重機の使用、土工現場からの
泥水の流出防止をしている(ICT重機使用)

 化学物質の管理 〇 〇 保管管理はできている

 グリーン調達 〇 〇 NETIS等の活用を積極的にはかる

 見直し事項
変更の
必要性 「有」の場合の指示事項等

 環境経営方針 有 ・ 無

教育訓練 〇 〇 繰返し教育が出来ている

 環境に関する組織 有 ・ 無

 環境経営活動の実施体制 有 ・ 無

 環境経営目標 有 ・ 無

 環境経営活動計画 有 ・ 無

受注形態の変化で目標値が乖離する場合があるので目標値の見直し検討する。

2023年7月1日

環境関連法規は遵守しています。

今年は、ガソリン・軽油使用量が増加している。夜間工事が増え照明用発電機の使用が多くなり

また、現場が広範囲であったこと、昼間に現場と現場事務所を往復する回数が増えたためでは

ないかと思われる。残業を減らすための努力が化石燃料の増大に繋がってしまっている。

現場施工の一部をICT化施工として効率化して環境に配慮している。

舗装工事においては、中温化合材の使用によりCO2の排出抑制に努めた。

 その他のシステム要素 有 ・ 無

 その他（外部への対応） 有 ・ 無
 継続して、ポスターやステッカー等で環境活動や
 社会貢献を充実させる。
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１０．環境経営活動の紹介

　　　平成１５年、河川・道路里親制度に登録（段子排水路を見守る会）

当初は社員、ＯＢで行っていましたが、平成２２年より地元自治会が参加したことで

清掃活動に幅ができました。

下水路は当社のみで行い、歩道は地元の皆様と共同で清掃しています。

平成１８年　河川愛護活動の貢献が認められ浜松市より感謝状を授与される

平成２２年　社会貢献活動の寄与が認められ全国建設業協会より表彰される

平成２４年　河川美化愛護普及活動の貢献が認められ静岡県河川協会より表彰される

平成２５年　平成２３年度横川磐田線舗装工事で地域貢献が認められ静岡県より表彰される

令和4年9月17日
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令和3年12月18日

令和4年5月21日
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　　　他団体の環境活動に参加

浜松建設業協会道路河川愛護に伴う除草清掃

小さな親切運動静岡県本部　使用済み切手収集活動に協力参加

平成２７年、グリーンバンク（緑化推進）の賛助会員となり、地域の環境緑化の支援活動に参加

令和4年11月19日（土）　　天竜川河川敷清掃

令和5年5月31日～6月2日　　インターンシップ

１５


	表紙
	目次
	１．組織の概要
	２－１．認証・登録の対象範囲
	２－２．実施体制
	３．環境経営方針
	４．主な環境負荷実績及び環境経営目標
	４．（３）2016～2021年度　実績値の動向
	４．（３）ー２．2016～2021年度　実績値の動向
	５．環境経営計画
	６．環境経営目標の実績、次年度取組内容等
	７．環境関連法規等の遵守状況
	８．緊急事態対応訓練
	9.代表者による全体の評価と見直しの結果
	１０．環境経営活動の紹介（１）
	１０．環境経営活動の紹介（２）
	１０．環境経営活動の紹介（３）

